
マツの青変菌 0ρhiostoma coeruleun1 (MﾜNCH) 

H. et P. SYDOW について
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わが国でマヴの青:&:菌として報告されているものι0〆liostom.1 Pini (Miixcll) NX1-;:;["" O. ips 

(RU:¥lll.) NAXf\ Y. , O.ρiceae (Mﾜ.¥"lII) H. et P. 5Y]l. および O.ρiliferum (FIL) H. et P. 

5YJl.の 4 種があるが，最後の O.ρilifemm I 土 Mii~Cll の研究以来現在も欧州の研究者はその実体を疑

同組している ここに線合する Oþhiostom 1 CO幻'uleltm (Mi.i.¥"u 1) H. et P. 5 YIl. I t.アメリカの(，)[-究者

の意味する O. がlifemm に額似している種顕であるが，本宇1;のマ、y の生育地帯にピ:く分布し，マ、ソの7号

変菌としてかなり:耳主要な種世fîであるのを知った

この irf["Jt:を iT うじあたり，終始指導と被疑を与えられた林業試演場今rvol :;也保援部長，ァk弁i子犬菌1i自 (')1

究室長に深謝する 本(，)[究に使用した 0ρhiosfom.1 coerulewn (M�.¥"clI) H. et P. 51"!入のVkj'l'jの椛益

系統はオランダのバ{レンにある菌'111'1情主主研究所から長尾研究所小南清所長が入手されたものであるヲ問

先生に深く謝意をヨミーするとともに，種々御助力をいただいた同研究所棒啓介氏に深くお下Lr~ _1:-.げるわなお，

材料の一部のアカマヅ育変材は林業試致場活営部測定研究室長大友栄絵氏の御好意によるものである。同

氏に深く謝意を表する次第であるコ

菌の分離

約木県那須郡高林村にある平地林のアカマツの胸高直径 3J~5:J cm のもの何日本を伏期μrJt倒し，生

長量調査の日|刊で恨元ヵ、ら梢端部にかけて一定数の円盤をつくり，これを東京日尽のJ休業試験場のの|究室

内に同一樹木ごとに積み重ねておいた J 翌春 4 月には，この円盤は外部のものも|人j部に積み重ねてあるも

のも，辺材が一様に育変し，木口商の上には多量の空中菌糸と子薬殺を生じた J 分離はこの子嚢殺の先端

の子袈胞子塊を白金線でとり，これを馬鈴薯煎汁寒天上自室長基上(常法)に航えつけて fTった。かくして得

られたが'J 30 の培養系統のうち 15 のものは互に形態および培養上の性質の上で全く途わず， ここじ報伝

する 0ρhiostom.1 coeruleum (M七〉しn) H. et P. 5YD. と同定した

東京都南多摩郡横川村のアカマツ(胸高岳話約 5:J cm) の立枯木で，穿孔虫に侵された部分の青変材を

係取し，この材を表直殺菌して常法で分離を行ったが，これから 2 つの培養系統が得られた v

山形呆酒田市から送付されたアカマツの板材上に生じた子嚢設から分離し， 2 系統が得られたコ

長野県伊那市から送付されたアカマヲ板材の組織から分離を行い， 1 系統が得られた ν

これらの培養系統の分離源を表示すれぽ下記のとおりである ν

*針葉樹の青変に関する研究(第 2 報)
(1) (2) 保護部樹病科菌類研究室員
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分離場所 分離年月日
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アカマヅの円盤

対益系統番号

C30, C31 
C3S , C36 
C37 , C38 
C41 , C42 
C43 , C47 
C48, CS4 
CS7 , CS8 
CbQ 

25-V _'JJ リ [ïj(I'iITyj多H判\ii
~{l山 1、J付の組制〈
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掻形の菌

子嚢設はマヅの材の表国あるいは匁天的養基上;こ形成され ， Ul~犬:Lili・主主基[-_に生ずる場合μは!長削土木/ご

の r[~に埋まっているつ版刷工，Ig色 . /J2'f1{で球形，黒福色のllJ糸が続i二からまっているコ大きさ 90~200x95

r [Jは版部に近いところでは lO~351t (15 
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30 メバ

~220μ(10J~15J x 12J~150μ) ， 'E.Jiは底部から突品し， Jil色 J

a 
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長先端で 6~22μ( 1O~2D/')~25μ) ， 

8DO~lôOOμ(~)llD~13DOμ久慈lの先端には}!lli

d 色・透明の古田 L 、織ニEが 8~lGiζ( 1D~12:本)

そご) ~ 

lゃV
存在するご級毛の長さは 15~40μ(2J~3白川，

rtJ は 1.5~2μ 子主主11包子は~JIのた端から放J

されて繊毛の間分い{、

-一一一一「
10 ぃ子奨11包

子は:無色・透i日jで 11拍子占JE九大き主 4~5x 1. 5f'

色をf止するかたまけとして保たれる

Fig.2 子袈胞子 (d) とう士山i包子 (e)

Ascospores (d) and Conidia (e) 分生11包子は歯

この菌糸の分{i:1I包子が{、J者した泊分には短形l戊されるが， 古い"r!~j~'ミカ当らは菌チ(~の五三百にWi:j~・tι 1'1; られる

L 、:15起が形成される l 分主胞子:i，l!!f，色・透明・栴円形，大きさ 3~12X2~5μ(5~8x3-.1μ)リ

場養上の性質

ペトリ [[lllJ~で 11j鈴 '~:NÞ:tr徳天J庁主J去り1111ミ〕およひ、安月三i1H汁ßóブラ;i宜~J，~ (弘法)をfH\、て 5"C カ白ら 3J'C

この表まで 5οC おきに G 段階の温浸て:':r:'j'主主して菌表の状態を説察したが，菌設の ~!i径を第 1 炎iこ示す

ニオ工らから明らかなごとく，本菌は 5'C から 25'C で発育し， 2リ C 付近が発育の.ilili混と考えられるに

らがスエーデンの系統について行った結果とほとんど向の結果は L.\Wèl! Il E n. lf ， Ll':\] >J :EI!(; , MIつ LT;¥!' ) 

-であるし，U5Ji令特 i]íj汁フ}~τ応出生Jiiの方が友::tJ:煎汁)1'三KJ守公:J，!;よりも菌援の !t:育には良好である J 馬鈴f主主!l1i

汁探究士吉選法 1:では接種，r~!，から叙射状iζ白色の綿毛状の菌糸が生育してくるが，表面l主白粉状を市びてい

る。古くなるにしたがい，薄日緑色から育児色を呈するようになり，最後には全く黒色となる♀子袈裂の

他種 &'1の糸状菌(たとえば Penicill fum , 形成は培養系にょっ ζ 作りやすいものと然らざるものがある

子J~~~のAsþergill川町等)の混生によって子奨殺の形或l土瓶脆こ促進されるが，そのは悶(土不!切である

l つの，!~A点、と

第 1 表 馬鈴薯寒天培益法と麦~~三煎汁寒天地i:1安本上で種々の温度のドで培養した商叢の IWi壬
Diameter of mycelial mat grown on potato.sucrose and malt extract agar 

at different temperatur白 (111m).

Il.'fì'\ilが寒天rl'に閉まって!J.:ずるためにつ事疋の表面からは底部の存在は比較:'1'-)不明瞭でめ:) , 
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* No myc芯lia were visible on the inoculum. 

叫 Some signs of mycelial growth were observed 0ロ the inoculum. 
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がめられるのみである J 子部践が形泣られてから成黙するまでは相当な時間 (2 週間以上)を裂するが，

他種類の糸状菌が混生する場合には速やかに成熟する場合が多い

麦芽煎汁芦事実培養基上では最初はほとんど空中菌糸のや1 1長をみずに隣母状のうすい菌叢を形成するにす

ぎず，その後しだいに山粉:1)::な L 、 L 市Ir\0状の菌糸を表面i形成するが，菌叢の着色は馬鈴薯Ji1i汁 'J事二思;守主主

)ik[-. よりも遅れる υ これらの性質l土木手151室の士吉・養系統も欧州、l庄の土庁薬系統も全く同一である

顛倒菌との比較

針葉樹の青変現象iこついて最初'Ji c.. ilJI 究したドイツの IL\. I:'I.'l <1 ( 1882) はドイ V アカマ γ のT'i 変菌を

Ceratostoma �iliferm1Z (FH.) Fiic.]{gr，であるとしたけ WI ;，\川.;1:. (1 887) はその後，この簡を Ceralo.

stom~lla þilifer，α(FI:.) WI;'\'I' J仰とした内アメリカにおいては二れとは別に S七].Uu ，;XK (19J3) I t. 

針葉樹の育変が C.ρilifcm (下 IL) WLXTEH によって起ることを報;甘した HE])U( 山 K (1906) はアメ

リカ産の木材変色菌をまとめたが， C.ρilifera の形態およびJ;';.}をトーのJ行使買を花述した~アメリカでは

HlmGCOl'K の報台以来， C. かlifera (FJL) WI;'\'J'," H I 土多数の lill 究者k より取り扱われ，また，幸~行さ

れているが， をの実体fc..ついては比較的正確に把握されて t ゐよ弓である ( Ht:m:l1T 1921. H川Yλ IW

1922, CけLI，，"Y & Rl' :l II:け，.1' 1930 , D川TI1J山" 1935 , VI�I:H...¥I.J. 1939 , LI~I川 1 :1.;五 1942 等 )υ

.方， 欧州升州'1にtにこ才お昔札L 、ては lドド‘ イ v の MiυT:'\CUl5引) は Cerlιatoωslω0例~llμrαZ ρ il iげfera (FI口:し.) WT山).;r川'1川'リ明1.;川:

]祇i氏主り j叙7双えわれている菌はカか、なり来伺側11レイ多多な内容をもつvて亡口L 、るとし ， Ceraloslomella ρini Mü~札 11 ， C. 戸ceae

MÜ"CH , C. can:z Mむ1\ "'1 ， C. coerulca MむX(， II の 41重品'jを新たに記載して Ceratostomëlla ρiliferil

←一群の内容を整理した MÜXC1 1 のこの見解はその後， 1V~1'1'1治国では大t、に支持され， C.ρilifer，1 を

否定した研究者も少なくない (LAGEHI印刷，L1コ])])EI:.(; & MEI,Jl\' 1927~2g ， B，u;:日11 1951 等)，

しかし， Eし KEBSLEY 19:~4 ， G(川J.\XICH 1937 は MiiXGlI (1. c.) の報告した Ceratostom?!la coerll/ea 

Mü"cn はアメリカの研究者の意味する Ceratostomella 戸i/ifera と全く異ならないとし，前者を後者の

異名とした。 しかし， 欧州の研究者は依然として Miil\' UII の記載した C. coerulea の存在を主張して

いる (MELI" & Nλ玉川"òl~I)'I' 1934, MA'I'HI出Jo;X 1950 等) アメリカの DAVJIJSO:-;;3lはこの 2 者はほ

とんど違わず，多分同」種であろうとの意見をもったが，断定を避けている u

わが国においては木材・の育変現象について最初]に記載した笠井i川はマヅおよびナラキの青変菌を Cerato・

sto附ellαρilifera (FI:.) WTl\"l'EH とした。その後，マヅの背変菌については Ceratostomella iρ's RV :lIB. , 

C.ρini MÜXCH , C.ρiceae MÜXCJ1の 3 種が報告されたが， これらの報告の中には Ceratostomella 

ρilifera については全く触れておらず， C. Pilifera の実体についても多分に疑問がもたれている

なお，木材党色菌が主として属する Ceratostomella 版はその基準種の再検討の結果， H. & P .SYDmy") 

により長閑できないとの意見が出され，。帥iostom :l 脱が提出され現在では 0ρhiostoma が!よく採用され

ている。その後， Ophiostomataceae (従来の Ceratostomataceae) の内容も 3 Ji誌に細分，整理されている

が ， Ceratostomella 戸ilifera は 0ρhioslo例1 戸iliferum (Fu.) H. et P. SYJl川V となり， C. coerulea 

は 0ρhiostom~l coeruleum (MﾜXCH) H. et P. SYIJ川V となる。

われわれの分離した上記の本邦産の諸系統は M~ιJlの O. coerulez仰の)t;(記載と全く異なるところ

* J.ム奨樹には生じなし、。おそらく本菌に近い O戸hiostoma �luriannulatum CHEDG.) H. et P. 

SYDOW であろう。
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第 2 "廷 本主1I産の域養系統と 0ρhiostoma ρiliferum (FIt.) SYDOW との形態の比較
Morphological comp司rison of ]apaロe弓e isolates to American 0ρhiostoma ρiliferum (FR.) 

H. et P. SY])OW and European 0ρhiostom :l coerulellm (MﾜXCH) H. et P. SYj)(jw. 

HEDGCOCK 
(1906) 

(0.ρiliferu明〕

KARAT 
( 1917) 

LAGEHJmn(;, 
LUXDBERG & 

乱i[EJ，IX

(1927~28) 
(0. coerllleu明) , 

Aけ対11 1\rλ&
HAYAR1iT 

perithecium 

160X 180μ 
I 100X 160 160~288 

X 120~180μX 144~240μ 
base 

90~200 

X95へ'220μ

1000μlong 
1000μlong 800~ 1600μlong 

ω00μlong 30μwide at baヨe 1 1O~35μwide at base 
16~19μat tip 6~22μat tip 

~ 35. 7~100μlong， I 15~40μlong 
17~52μ| 

24 in number 日~16 in number 
、
‘n

 
u
 

--I
 

C
 

ascospore ;J. ~)....._.，♀ .5μ 
:ì .2~4.8 

Xl.h~2.4μl 
3.7----4.7 

XI.5~1. C)μ 

4~4.5 X 1.5~21J. 

(C-54)" 
4~4. 5X 1. 5~2μ 

(C-36)" 
3~5XI.5~2μ 

(C-31)企

conidium 8~12X2~4μ 
1.6~4.0 

X6.4~12.8μ| 

5.6~11.2 

X I. 9~3.7μl 
3~12X2~5μ 

A 分離系統番号. Isolate number 

はないc また，欧州の O. c02rul el仰の培主主系統と Jt絞した結果は，菌叢や培養上の諸性質ではほとんど

違わないが，ただ. r事: j'I'1の昨養系統には時々麦芽煎汁5115実情養基上の菌叢に Graρhium 状の分生胞子i時

代がわずかに形成されることを認めたいこのことは，この欧州の情養系統には他菌の混入が考えられるの

で，正確な比較は保Wi した*。

一方，アメリカの 0ρhiostoma 戸iliferum (Fn..) H. et P. SY!)(ーパV を取り tげてみると，現在までに

HE1X;C.OCl王(1. c.) が充分な記載をしているにすぎない、これと，わが国て、笠.cJ lニ(1. c.) の報告した O.

〆liferum および筆者らの培養系統について子奨設と分生胞子の大きさを比較したのが第 2 表であるコこ

こで結論づけられることは笠井(し c.) が Ceratostomella ρilifera (FR.) WrX 'J' EB の学名の下に報告

した種類は筆者らの商と全く同一であることである HEl 'GCO (，K の記載した菌はわれわれの菌よりも子

嚢胞子が明らかに大きく，記裁の上からは同一種とする;こはL 、ささか難点がある この点については笠井

(1. c.) は同定する際に触れていなし~しかし， 考えられる点として， 現在アメリカで 0ρhiosto問。

Pilife打開の学名の下に取り扱っている菌は子袈胞子がIl均詩形で HEDGιOCK のι}己裁よりも， むしろ

MÜXCJ-[の O. coeruleum に近いのではないかということがあるヘ アメリカの DAVID削K (1. c.) が，

O. Pilife問問と O. coeruleum とは同一種ではあるまし、かとしていることを考えても， HEDGC()C!王の子

襲胞子の測定結果はやや大きすぎる値を出したのて、はないかということが推定できないこともない d しか

し， DλYlDSOX 自身も HEDGCOCK の取り扱った培養系統や子褒胞子の再検をしていないので，上司の事

実は確認する域には達していないハこれらの事実を考えた場合，われわれは少なくとも現在の段階では日

本の系統は 0ρhiostom'l coeruleum (MﾜXCH) H. et P. SyJ)OW とするのが妥当であると考える 3

キ MむXCl1の原記載によると 0ρhiosto問a coeruleum は Graρhiu例の分生胞子時代を全くもたないヲ

われわれの検討した欧州の桝養系統は ， Graρhium の分生JJ包子時代を常にもっところの O.ρiceae

(lVIﾜXCH) H. et P. SY IlOW とは明らかに異なる。われわれの日本産の系統は Gra戸hiz仰の分.!'r~

胞子時代を全然もたないことは Mi:x('H の原記載のとおりであるつ
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材質変色性

銀暦と米糠( 3 ・ 1 の'切合に混合したもの) のl'fý養棋のスった深底γヤ{レの「ドに 4x4xO.5c111 (小

口 4xO.5cm) の大きさのアカマツ (Pinus densiflora)，グロマヅ (P. ThunbeTgii) , バンクシヤマ、y

(P. banksia目的のそれぞれの試験片 2 コずつを立てかけておき，これを 151b で 30 分間蒸気殺菌した。

この中に本菌の培笈系統 C-31 の朱実培養基上の菌糸の小片を寒天とともに切り取って植えつけたべ別に

蒸気殺菌後，商を接種しないものを f'F り，対照の試験片とした。菌を接種してから 10 日間は 25 C の定

温で培養し，その後は室jZに放置した〉接種後，数日でMl毛状の白色菌糸がli'Tï安基上に発育したが， 10 日

後にアカマ γ とクロマツの試験片の表商を白ないし灰白色の菌糸で密に包んだu アカマヅとクロマヅの試

験片の表面には菌糸がきわめて旺椛に生育したが， バンクシヤマツの表Til:ìの菌糸は発育も i尽く，密度も前

二者にくらべて:t;っていたっ菖を接種後 2週間後には表而の菌糸はさらに灰色を増し，薄い!日た色の部分

がところどころに出現した、商を按種後 1 カ月日にこれらの試験片を培養不から取り出し，中央から制力、

く何lって変色状i冗を観察したが，アカマヅ・クロマツ・パンクシヤマヅのいずれの材も緑果、色ないし育.'1A

色に変色し， gfU['!!WJなT'f:&'を示したーこれらの材を顕微鏡下で観察すると， !，!，\色の rtJ 3~5/" ぐらいの前

糸が似導管r!~を走り， 1 つのf反導符力、ら隣りの似了専管へはlIi:紋孔の巾を菌糸が貫通して移っていく様子が

間察されたハこの場合，市.紋孔をl'tì泊する主きに菌糸はやや市!日く指れるようて、ある}

摘要

戦後のマヅの穿孔虫の被常により，マツの青変材もはなはだしく増加したが，筆者らはこれらの育変材

や， 'IT :&， Lた材・の臼こ生じた子襲攻から， T守:&'菌の分慨を行った r このうわ， 20 系統の埼主主は形態ゃだ;

養上の性質が全く異ならず，欧州で記載された O戸hiosfo例a coerulel仰 (Müxcn) H. et P. SYDO\\' と

同定したに一方，笠井によりすでに O片iostoma pilifcru1J1 (F I:,.) H. et P. Sy])()\I'の学名の下に報??

された菌は筆者らの菌と同種であると恩われるが，元来，。ρhiostoma Piliferum の内容はかなり混乱し

たことがある l また，現在の解釈では欧州で )IJ l 、られている O〆liosto問。 coeruleum (ML~cn) H. et P. 

SYDO\\' と北米でfIl l 、られている O. Piliferum (FH.) H. et P. SYI>OW sensu HEllGC()('K とは同種，

あるいはきわめて近縁種であるとされているが， 筆者らの菌(笠ナl二の報fLtした菌も) 11 O. coe1'1llcum 

に全く &致し O.ρilifcrum とは子5l!_i ll泊予の大きさが異なっている (HEI川COCI\の記載と Jt絞して〕ご

したがって，わが国の系統は O. coeruleum とするのが至当である、

)Js:[Ï{は 5 0 C から 25"C で発育し:'的組は 20~25 C 0)1 ，1]にある 3J C では全く発育しないこ木商が

東京(浅)IJ)より北方地域で数多く分離されていることから考えても低温を好む青変菌であることが結論

される υ また，アカマツ，クロマツ，バンクシヤマツの材の中Iこよく侵スし，青Jj(色の変色材を生ずるこ

とが実験的に確かめられたハ
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図版説明

Plate 1. 

A .:.r-嚢投 x70 

B 子嚢殻の先端部 x450 

C~E 夕立天培養基上における 1 週間後の菌叢

C 馬鈴薯煎汁サ事実培養基上で 150 C で培養

D 麦芽煎汁寒実培養基上で 200 C で培養

E 馬鈴薯，煎汁本夫培養基上で‘ 20-'C で店主主

Plate 2. 

A~C 0帥円 stom2 coeruleum (Mii]¥"(.lT) H. et P. Synow の菌糸を接種して

育変させたマ Yの試験材

A クロマツ

B アカマヅ

C バンクシヤマヅ

D クロマ汐の重紋孔を繭糸が貫通している状態
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Some Informations on Ophiostoma coerulellm (Mﾜ:-;CH) H. et P. SYDOW , 

Causing Blue Stain in Japanese Red pine (PinllS densiflora). 

Kiyowo AO~HDL\ and Yasuo HλYλ~fn 

(R駸um� � 

During the past ten years the bark beetle epidemics of pine trees have been very 

prevalent from Ky�hu to the r.orthern p�rts of Ho口shù ， kp:m. A v--'.st number of trees 

()f ]apanese red pine were ki lled by the bark insects and by bluing fl1ngi which discolor 

pine s2.plings. 1'he writers have coll邑cted blue'st主ined pine wood from variollS loc在lities of 

Japan , 2.ロd isolョted the fungi from tissue of stained wood or from perithecium produced on 

the wood. 

In this pョper th邑 writers describe OphiostOIWl coemleum (Mü五CJI) H. et P. SYわけw

which h'l.s b巴en sometim当 isolated from d出d st叩di口g pinき trees or s�wn timber. 

Cultural characteristics: A吉cospor巴S �.nd coロ idi'!. germi口ニt主d eユsily 0ロ pot:1to・sucrose

or m'llt extT2.ct agar. Mor巴 th'l.n 8D Pョr c珂t of thき freôh sp口r白 germin.'l.ted ユfter 25 hours 

at tempentures from 2DoC to 25-C. Fifteen isoht今s h:lV巴 be告白 obtainヨd from ascospore 

drops kept at the apinl p:1rts of peritheciヨー Fiv色 cultures were is口Iated from stained pine 

b08,rds. 

On both potョto'sucrose and m"11t extrιct agar , the fungus developεd in tempeLtures 

r:::ngir;g from 5'C to 25 コ C. The optimum temperature for the growth of mycelium lies 

between 2D"C and 25"C. 1'h巴 dÍ'l.Iuet邑r and density of the mycelial mat are I:J.rger 011 

pobto.sucros色 ag旦r th'l.n on nnlt extract aglr. Perithecia appeュred abllnd:mtly in fr巴shly

isolated cultures 0ηboth media but they mature slowly. If coロt'lmin :ltio:} of other moulds 

such as Pel:icillium spp. or Asþ~rgillus spp. takes phce , the peritheci主I1l'-'.ture very quickly 

1'he cultural ch-:racteristics d白crib号d above are almost the Slme ぉ thoôe given by Mﾜ'iCll!;) 

江口d L.A UEH 口EI:U ， LU:KnnEHG and MEI ,''i'" in Euro戸川 isoLe.tes

Morpholog-ical description of .Japanese !solates: Perithecia bhck , 90-200x 95-22D/' 

(10D.-15Dx 120-160的 Be3.ks 8'JJ-1600μ(90D-13叩μ) !o口g ， 10-35μ (15-2511 ) wide at 

b:'.se , 6-22/' (1リ-20μ) wide 3.t tip , with hY'lline fringe of hyphョe around ostiole , 8-16 

(10-12) i口 number ， 1.5-21' wide and 15-401' (2J--3Jμ) 10口g. Ascospores hyaline , smooth , 

elong主te ， somewh3.t curved , 4-5x 1.5-2μCouidid 斗re formed like Cladosþorium , hyaline. 

subglobose, 3~12 x 2-5μ(5.-8x 3-41' �. 

Morphologically :;s well as culturally , the ]�.panese isolates wholly ag:-t'e with the 

Furope:'.ロ ορhiostor日 :1 c02rulc1t刊 (Mij);CH) H. et P. Sy])O"-described by Mü-,cJl"", LAGJmｭ

llJèHG , Lp);j)BEHG & MET,lX". The ]ap:mese isohtes 3.re "Iso very similar in 了nany re�ects 

to the Americ2n funguヨ Oβhiostom.7 戸iliferum (FI~.) H. et P. SYD� describ巴d by HEDC;ｭ

('OCK". S巴V巴ral <i.utho了s hてve tre3.ted Oþhiosto/河τ co:!rul:!u:冗 :'.s a syロ0口yGl of O. Piliferum 

(GüIDÁXlcn" , E(.IIEn~LJ吋"). The ascospor.二 me_:sure~:lent in I-IEnncoc}ごs de3cription , 

how己ver ， is l3.rger th主n the European O. coeruleum ユswε11 as the ]apanese isolates. Then , 

the ]2.p2.nese fungus is considered to be treated under the 11 三日1こ of 0戸hiostoma. coeruleum 

(MiiJ¥CH) H. et P. SYl 河内\'.
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Inoculation to wood: SmalJ blocks of wood of Pi日us d問siflora ， P. thu日bergii and 

P.banksiana were phced on a medium composed of sawdust 三日d rice.bnn ec:ch i 口 a bottle. 

After sterilizョtion th巴y were inocubted with myceli:! of 0戸hiostom2 coe問leum cmd kept ニt

a constant temperature of 2()"C. After a moてüh the fungus dev乙 loped in the ,n 'èdiuITI , 土門d

the wood blocks of Pinus dcnsiflo1'a :md P. thunbergii were cov~red with ユbund:口t hluish. 

grey mycelia. On wood blocks of Pinus banhsian.? , the myceli弐 W色re somewhョt sparse. 

BLlck hyph:;e were observed to be abund:mt in the pith.rays :md also existed in the tncheids. 

Penetratio口 of hyphae b色twe~n adjoining tp.cheids occurr邑d through the bordered pits. 

Explanation of Plates 

Plョte 1. 

A. A perith己cium x70 

B. Apical pョrt of a perithecium x 450 

C-E. Mycelial mョt 0司こglr me~lia 0百e w2ek after inoculatio口

C. At 15C 0ロ pot三to.sucros号 :'.g" ， r

D. At 20"C on I立つ It extr:::ct agョr

E. At 20cC 0口 pot竺to-sucroòe ::g"r 

Pbt巴 2.

A-C. Blue-stlined wood blocks inocul:lte:i with myc~lh of O�lliostom7 coer/{!ellJ11 

(MüsιH) H. et P. SYl川\\'

A. Pi乱:us thunbergi i 

B. P. densifloγα 

C. P. banksi出国

D. Hyph氾 of 0ρhioslOi1U Cυerll!{' lI1n penetratin)ロ the hord巴red pits (I'im日 1111付μl}(';'gii)

x75D 
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